
一般会計 　

○人件費 一般職1人 8,503千円

統計調査費

○人件費 一般職1人 4,351千円

○基幹統計調査事業 6,920千円
統計法に基づく統計調査を行いました。
・平成２７年国勢調査 他

「成果」 各種統計調査を計画どおり実施しました。
「課題」 統計法において、調査への報告は義務化されているものの個人情報保護への意識の

高まりから、調査拒否をなされるケースが増えています。
また、統計調査員の確保が困難になってきています。

○未来へつなぐ琴浦農業プロジェクト 7,000千円 全額繰越

○広域観光連携推進事業負担金 2,659千円 全額繰越

○ワールドトレイルズカンファレンス事業負担金 983千円 全額繰越

○名探偵コナンミステリーツアー事業負担金 236千円 全額繰越

○プレミアム付「ことうら商品券」発行事業 20,759千円
　・発行総額：1億2千万円（プレミアム分2千万円含む）
　・利用期間：平成27年4月29日～平成27年9月30日
　・回収率：99.8％

「成果」 消費喚起効果を算出するため、利用者の方へアンケート調査を行ったところ、
20,000千円のプレミアムに対し、約35,000千円の経済効果がありました。

「課題」 大型店舗への消費者を町内店舗で継続的に消費させる仕組みづくりが課題です。

2 総務費
項

目 1
地方創生加速化交付金事業
費 84,610千円

7 地方創生事業費 最終予算額

0千円

担当課決算額 10,878千円 0千円

項 15
地域住民生活等緊急支援の
ための交付金事業費

目 1
地域消費喚起・生活支援型
事業費（繰越明許）

最終予算額 決　　算　　額

61,600千円 60,906千円

担当課決算額 21,000千円 20,759千円

款 2 総務費

11,271千円11,432千円

決　　算　　額

担当課決算額

款

11,271千円1

【商工観光課】

款 2 総務費
項 1 総務管理費 最終予算額 決　　算　　額

目

11,432千円

2 関西事務所活動運営費 8,636千円 8,503千円

5

担当課決算額 8,636千円 8,503千円

款 2 総務費
目

項 統計調査費 決　　算　　額最終予算額
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一般会計 　

○ことうら体験事業 447千円
「コトウラ暮らし体験ツアー」10月24～25日　9人参加

「成果」 移住希望者に対して、きめ細かな対応をすることができました。
参加者のうち１家族が移住予定となっています。

「課題」 移住に向けて住居と仕事の確保が課題です。

○ことうら商品販路開拓事業 6,735千円
関東での販路開拓を町内事業者に委託し、東京「とっとり・おかやま新橋館」に専門職員

を一人派遣しました。琴浦町特産品の販路開拓や観光ＰＲなどを行いました。
「成果」 新規契約６件など、新たな販路の開拓につなげることができました。
「課題」 関東圏への物流体制の構築について課題が残っています。

バイヤーと地元事業者との接点となるべく取り組みが必要です。

○海外への販路開拓事業 243千円
町内事業者の海外への販路開拓を支援しました。
・支援実績　　３事業者（台湾２件、韓国１件）

「成果」 海外進出を検討する事業者の支援を行うことができました。
「課題」 町内事業者への更なる制度周知が必要です。

○琴浦町起業支援事業 648千円
町商工会と連携し、起業を検討されている方の支援を行いました。
・支援実績　１件

「成果」 町内での起業を支援することができました。
「課題」 町内事業者への更なる制度周知が必要です。

○外国語標記看板設置事業 3,312千円
町内観光地にシンボルマークとなるべく看板を設置しました。

「成果」 光の鏝絵・斎尾廃寺跡等へ外国語標記看板を設置しました。
「課題」 未設置箇所への設置が課題です。

○ワールドトレイルズカンファレンス事業 479千円
アジアトレイルズカンファレンス（ＡＴＣ）鳥取大会
・開催日　平成27年10月16日（金）～18日（日）
・開催地　鳥取県中部
・主催　　 ワールドトレイルズカンファレンス鳥取大会実行委員会
・日程　　 10/16（金）　基調講演・歓迎レセプション

10/17（土）18（日）　湯梨浜町コース　他
・参加実績 基調講演　250人 ウォーキングフェスティバル　1,000人　

「成果」 鳥取県中部をウォーキングリゾートとしてＰＲすることができました。
「課題」 Ｈ28開催のワールドトレイルズカンファレンスを効果的にＰＲすることが課題です。

○名探偵コナンミステリーツアー事業 300千円
主催　名探偵コナン鳥取ミステリーツアー実行委員会
実施期間　平成27年4月29日～11月23日（209日間）
参加者数　12,300人

「成果」 「お楽しみポイント」に塩谷定好写真記念館を設定しましたがそれを目的に来場
された方は少なかったようです。

「課題」 インバウンド版として継続するため、グルメを楽しんでもらう仕掛け作りが課題です。

33,626千円
款 2 総務費

項 15
地域住民生活等緊急支援の
ための交付金事業費

【商工観光課】
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担当課決算額 19,851千円 12,164千円

最終予算額 決　　算　　額

目 2
地方創生先行型事業費（繰
越明許） 48,299千円



一般会計 　

○人件費 一般職5人 30,705千円

○人権・同和対策雇用促進協議会 3千円
人権・同和対策雇用促進協議会の事務費を執行しました。

年間研修会

その他の事業
・就職差別撤廃に向けた企業訪問（琴浦町社会福祉協議会　福助株式会社）

「成果」 町内企業の管理職向け研修会を2回開催しました。
「課題」 研修会等への参加者が固定してきており、新規業者の参加促進が課題です。

さらに意義ある研修会を設定する必要があります。

○商工業の振興 26,672千円
町内事業所の正規雇用の促進や育児休業等働きやすい職場づくりのための支援制度など

により町民が町内で安心して働き続けることができる環境づくりを推進しました。
また販路開拓等やる気のある事業者の支援を行うことで、町内商工業の発展を支援しました。

補助金
・商工会補助金 6,500千円
・労務改善協議会補助金 280千円
・雇用促進奨励助成金（延べ44名分） 8,800千円
・小規模事業者経営改善資金利子補給補助金 922千円
・育児休業促進事業補助金（延べ6社分） 1,500千円
・販路開拓等支援事業補助金（延べ5社分） 151千円

「成果」 各種事業への支援策を行うことにより、商工業の振興を促進することができました。
「課題」 町内事業所に対する更なる制度周知が必要です。

○中小企業小口融資 3,882千円
町内中小企業に対する融資の預託を行いました。
今年度は融資の申し込みが0件のため、審査会も開催していません。

「成果」 町内中小企業の経営の安定化を支援することができました。
「課題」 他の融資制度が充実しているため、本制度の利用が減少しています。

31,644千円目

1

【商工観光課】

決　　算　　額
款 6 商工費

項

31,843千円

商工費 最終予算額

担当課決算額

商工総務費1

30,708千円30,869千円

期日 内容

担当課決算額

款

6月23日

商工費
項

3月1日 研修会

2 商工振興費

理事会、総会及び研修会
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決　　算　　額

26,672千円

26,672千円29,482千円

6
最終予算額

目

1 商工費

29,482千円



一般会計 　

○白鳳祭 4,411千円
第25回白鳳祭を開催するにあたり白鳳祭実行委員会へ補助を行いました。
開催日：平成27年8月2日　場所： 東伯総合公園　　　　参集人数：約6,000人

「成果」 地域の芸能等を再認識する場を設け、地域への誇りを持つための機会を作りました。
「課題」 住民参加型・協働による運営方法を検討する必要があります。

○観光振興 19,771千円
観光関係のイベント、観光パンフレット印刷、観光看板の設置、観光情報発信業務の委託、

観光関係団体への負担金等の支出を行い、観光振興を図りました。

委託料
・観光情報発信業務委託料 6,500千円
・八橋海水浴場監視員委託料 342千円
・琴浦グルメdeめぐるウォーク実施委託料 739千円

工事請負費
　 ・観光案内看板設置工事 367千円

「成果」 町観光入込客約70万人の方に来町いただき、観光振興を図ることができました。
「課題」 町観光入込客数をさらに増やし、地域経済の活性化を図ることが課題です。

○一向平キャンプ場の管理と清掃活動事業 5,262千円
施設の管理と環境美化に努め、キャンプ場利用者や登山者の利便を図りました。
入込客　8,979人

「成果」 一向平森林保全協会に委託することにより、現場の状況に迅速に対応できました。
「課題」 大山滝等の自然景観だけではなく、食を含めた広報活動を行う必要があります。

○船上山管理運営 3,980千円
船上山の山頂休憩舎、さくらの里トイレ、茶園原休憩所等の施設の維持管理を行いました。
入込客　23,472人

「成果」 登山者の安全の確保を図るため、登山道の整備を行いました。
「課題」 登山者の安全の確保をさらに進めるため、登山道の整備やトイレの美化の

さらなる促進が課題です。
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52,015千円

1 商工費

観光費
商工費

項

目 3

【商工観光課】

50,198千円

決　　算　　額

50,198千円担当課決算額 52,015千円

最終予算額
款 6



一般会計 　

○道の駅ポート赤碕運営管理事業 3,408千円
道の駅ポート赤碕の施設の維持管理を適切に行いました。
入込客：約31万人

「成果」 維持管理を適切に行うことによって、施設の利便性の向上に努めることができました。
「課題」 山陰道から国道9号線におりてきてもらえる魅力的な施設とすることが課題です。

○船上山さくら祭り運営事業 1,716千円
第24回船上山さくら祭りを開催するにあたりさくら祭り実行委員会へ補助を行いました。
開催日：平成27年4月26日　場所：船上山万本桜公園　参集人数：約3,000人

「成果」 県内外より多くのお客様に来場していただき、文化・経済・観光の振興が図れました。
「課題」 来場者の駐車場の確保を検討する必要があります。

○物産館ことうら管理運営 10,399千円
琴浦ＰＡ内「物産館ことうら」の施設の維持管理を適切に行いました。
入込客：約26万人

「成果」 道の駅登録へ向けて、その計画が「重点道の駅」として国交省に選定されました。
「課題」 町の玄関口としての機能強化を図りつつ、道の駅登録を行うことです。

○旧中井旅館管理運営 123千円
旧中井旅館の施設の管理と運営を適切に行いました。

「成果」 観光振興、高齢者の交流の場としての利用促進が図れました。
「課題」 施設が老朽化しており、今後も引き続き、適切な維持管理が必要です。

○まんが王国推進事業 1,128千円
まんが本編の終了に伴い、番外編を琴浦町ＨＰで先行掲載しました。

タイアップ事業
・琴浦さん原稿等作成委託料 283千円

「成果」 琴浦町を知らなかった方にＰＲができ、全国アニメファンへＰＲすることができました。
町ＨＰにて先行掲載している漫画「とっても琴浦さん」はアクセスランキングトップです。

「課題」 アニメ放送が終わり人気のピークを過ぎている中、ゆるく長いタイアップを目指します。

○観光振興事業 ・賃借料 361千円

「成果」 町外へ看板を設置し町の魅力をＰＲしました。
「課題」 町観光入込客数をさらに増やし、地域経済の活性化を図る必要があります。

目 3 観光費（繰越明許） 389千円
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決　　算　　額最終予算額

【商工観光課】

361千円

担当課決算額 389千円 361千円

款 6 商工費
項 1 商工費



一般会計 　

○地域活性化基金 12千円
地域活性化基金の利子を基金に積み立てました。

○国際交流の推進 3,081千円
国際交流コーディネーターを中心に日韓交流を軸に国際交流の推進を図りました。

「成果」 交流先である麟蹄郡と交流促進を図りました。
「課題」 現在の文化交流をどう発展させるか検討が必要です。

行政主体の交流から民間主体の交流へシフトに努めます。

○きらりタウン定住促進事業 300千円
環境共生モデル住宅団地「きらりタウン赤碕」の販売を促進し、住民の定住化により地域振興

を図りました。
・きらりタウン赤碕定住促進紹介謝礼金　　　300千円（100千円×3件）

「成果」 １２件の入居がありました。
「課題」 継続したPRが必要となるため、さらに販売の促進を図ります。

○八橋ふれあいセンター管理 1,492千円
施設を維持管理し地域住民の交流の場として活用し、地域の活性化を推進しました。

工事請負費
　 ・下水道接続工事 767千円

「成果」 八橋振興会へ指定管理し、施設の管理に資することができました。
「課題」 施設の老朽化に伴う、修繕が懸念されます。

○三本杉ふるさと分校管理 70千円
施設を維持管理し地域住民の交流の場として活用、活性化を推進しました。

「成果」 三本杉ふるさと分校管理委員会へ指定管理し、施設の管理に資することができました。
「課題」 施設の老朽化に伴う、修繕が懸念されます。

○バス交通対策 57,344千円
町内統一１００円運賃バス路線の運行と広域バス路線の維持により生活路線の維持確保等

を行いました。
・バス交通対策補助（日ノ丸自動車） 　9,127千円
（倉吉～赤碕広域路線）
・町営バス運行委託料（日ノ丸自動車） 46,971千円

「成果」 町内バス路線の運行と広域バス路線の維持により生活路線の確保を実施しました。
「課題」 町営バス路線を含む適正な新交通体系の検討していきます。

決　　算　　額

目 4

担当課決算額 78,714千円 76,617千円

【商工観光課】

最終予算額
款

項

地域振興費 78,714千円 76,617千円
商工費

－4-6－

6
商工費1



一般会計 　

○交流ネットワーク事業 821千円
農水産物等の地元特産品を詰めあわせた、ふるさと宅急便を企画し、県内外にＰＲ・販売し

地元産品の販売促進を図りました。
・「ことうら三昧ふるさと便」　販売個数４９５個
「成果」 本町特産品を県外に送り出すことで、知名度向上に貢献しました。
「課題」 さらなる中身の充実、新規購入者の開拓を目指さなければなりません。

琴浦会会員相互の親睦及び情報交換を図り、併せて本町の発展・活性化に寄与することを
目的に活動を行いました。
・琴浦会会員数１１２人
「成果」 会員へ町報や事務局だよりを毎月送付し、ふるさとの情報を提供しました。
「課題」 会員が年々減少しており、会員のメリットを検討しなければなりません。

○日韓友好交流公園管理運営 4,458千円
日韓友好を推進するため国際交流の象徴ならびに観光資源として有効活用するために施設

の管理運営を行いました。

「成果」 日韓友好交流促進ウィークイベントを行い韓国文化の紹介、体験コーナを設け
集客に努めました。

「課題」 継続した取組が必要である。日韓友好交流資料館の年間計画を策定します。
また、資料館内の展示物の入替をし、資料の充実を図る必要があります。

○移住定住促進事業 8,418千円
琴浦町へのIJUターン者に対し、所要の助成措置を講ずることにより、町外からの移住による

人口の増加と定住の促進を図りました。また、地域の活性化及び空き家の増加に伴う過疎化、
環境の悪化等を防止する目的で、IJUターン希望者へ提供する空き家の登録を推進しました。
・空き家ナビを利用した移住定住奨励金　　2,920千円（5件）
・空き家ナビを利用したリフォーム補助金　　2,206千円（6件）　　
・IJUターン相談会の開催（大阪4回・東京2回）

「成果」 空き家を利用して定住されました。（8件）
「課題」 県外でのIJUターン相談会に積極的に参加し、継続したPRが必要です。

IJUターン希望者に対応する空き家登録件数の増加に努める必要があります。

○コトウラ暮らしお試し滞在住宅事業 621千円
お試し住宅の維持管理を行いました。

「成果」 安心して居住していただくため生活用備品、セキュリティーの警備管理を整えた
お試し住宅を開設し、コトウラ暮らしを体験してもらいました。（4組　9人利用）

「課題」 県外者へ積極的にＰＲを行い、年間を通した利用促進を図ります。

○企業誘致推進事業費　 3,333千円
鳥取県関西本部内に「琴浦町関西事務所」を開設して職員1名を配置しました。
町内への定住促進活動、観光スポットのＰＲ、そして販路開拓・拡大等さまざまな活動を行い、

町の活性化に取り組みました。
　 「成果」 西日本最大級の展示会に出展するなどで、企業や関係機関などに企業誘致に

ついての町の方針をＰＲすることができました。
「課題」 琴浦東エリアへの企業誘致について取り組みが必要です。
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3,333千円

1 商工費

【商工観光課】

項

目 企業誘致推進費

最終予算額

4,511千円5

4,511千円

決　　算　　額

担当課決算額 3,333千円

款 6 商工費


